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平成32年春までの日程

新入試制度　Ｑ＆Ａ
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共通選抜だけ，あるいは特色選抜だけに出願することはできますか。

共通選抜，特色選抜の区別なく出願します。

各高校が用いる換算率や選抜順序等は，どのようにして確認することができますか。

換算率や選抜順序等の各高校が定める選抜方法については，各高校が学科・コースご
とに作成する「求める生徒像・選抜方法等」に記載されます。

「求める生徒像・選抜方法等」は，平成30年の秋に，各高校及び県教育委員会のＨＰ
に掲載するとともに，各中学校に冊子を配布しますので，ＨＰ又は冊子で確認してく
ださい。

「求める生徒像」にあてはまらない場合は，出願できないのですか。

「求める生徒像」は，各高校が力を入れている教育や生徒に望む資質，能力等につい
て示したものです。
すべての受験生は，希望する高校に出願し，受験することができます。

検査に面接，実技，作文がある場合，受験者は全員受けなければならないのですか。

面接，実技，作文を実施する場合は，その学校・学科に出願した受験生全員が受ける
ことになります。

平成32年春の高校入試から

問い合
わせ先

宮城県の公立高校の
入試制度が変わります

新入試制度のポイント

これまでの前期選抜と後期選抜を一本化し，第一次募集
として実施します。

第一次募集では，共通選抜と特色選抜の２通りの選抜方
法で合否を判定します。

インフルエンザ等のやむを得ない事由により，本試験を
受験できなかった受験生を対象に追試験を実施します。

宮城県教育委員会宮城県教育庁高校教育課
TEL 022‒211‒3624　FAX 022‒211‒3696
※ 関連情報については，高校教育課のHP
http://www.pref.miyagi.jp/soshiki/koukyou/kyo-top.html を御覧ください。

（現在の中学２年生が受験する高校入試から）

平成30年5月発行

この資料は、植物油インクと古紙パルプ配合率
70％再生紙を使用し、環境にやさしい印刷方法
を採用しています。
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出願時期は２月
すべての受験生が希望する高校に出願し，受験することができます。

検査日は３月上旬
検査内容
　■学力検査（国語，数学，社会，英語，理科）
　　・全員共通で実施します。　　
　■面接，実技，作文
　　・面接，作文（各高校・学科等によって実施する場合があります）
　　・実技（体育や美術に関する学科で実施します）
　　　　※面接，実技，作文を実施する場合, 検査日が２日間になることがあります。

各高校における合否判定

共通選抜

特色選抜
■共通選抜と特色選抜の２通りの選抜方法で合否を判定します。
■最初の選抜方法で合格圏内に入らなかった受験生を対象に，もう一方の
　選抜方法で合否を判定します。
　➡ 受験生が共通選抜か特色選抜かを選ぶ必要はありません。
■共通選抜と特色選抜の選抜順序については，各高校が定めます。

発表日は3月中旬
※共通選抜による合格か，特色選抜による合格かの区別なく発表します。
※追試験による合格者も区別なく発表します。

第一次募集の概要 共通選抜と特色選抜について

第二次募集の概要
●第一次募集の合格者が定員に満たない高校で実施します。

●３月下旬（１日で実施）

●調査書
●学力検査，面接，実技，作文　※各高校が必要に応じて実施します。

実 施 校

実施時期

検査内容

領　域

※領域内の受験生が合格と
なります。
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195点 高 低調査書点
※学力検査点と調査書点の重視の仕方は，次の５つの組合
せの中から，各高校が学校・学科ごとに設定します。

【学力検査点と調査書点の重視の仕方】

※体育や美術に関する学科では，実技の評価を選抜資料
に加える場合があります。

学力検査：調査書 7：3 6：4 5：5 4：6 3：7

学力検査重視 調査書重視同等

国語 数学 社会 英語 理科 学力検査点
100 100 100 100 100 500
100

換算前
換算後 100 100 200 100 600

換算率
を用いた
算出例

【学力検査点で，英語の換算率を2.0倍とした場合】→学力検査の満点は600点

■やむを得ない事由で，本試験を受験できなかった
受験生を対象に実施します。

■検査内容は，本試験に準じます。

特色選抜では，学力検査点，調査書点及び面接，実技，作文の得点を合計し，その合
計点を基に，調査書の記載事項も用いて総合的に審査し，選抜します。審査対象者は，
特色選抜の募集人数の120％から最大200％までの間で，各高校が定めます。
　■学力検査点
　　５教科の学力検査の得点を，各高校が教科ごとに定めた換算率によって算出し，
　　合計したものになります。
　　　※換算率は0.25倍～2.0倍です。

　■調査書点
　　各教科・各学年の評定を，各高校が定めた換算率によって算出します。算出した
　　値は，５教科（国，数，社，英，理）についてはそのまま合計し，４教科（音，美，保体，
　　技家）については，２倍して合計します。
　　　※換算率は0.25倍～ 2.0倍です。
　　　※不登校生徒等を積極的に受け入れる学校では，換算率が0.25倍未満の場合があります。

　■面接・実技・作文
　　面接，実技，作文の配点については，各高校が定めます。

学力検査点と調査書点の相関図を基に，その両方の満点により近い者を上位として，
上位の者から審査し，選抜します。
　■学力検査点（500点満点）
　　５教科の学力検査点（各教科100点満点）の合計点
　■調査書点（195点満点）
　　５教科（国，数，社，英，理）については，３年間の評定の合計
　　４教科（音，美，保体，技家）については，３年間の評定の合計×２倍 }合計195点満点


